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飯田丸五階櫓台石垣 解体調査による石垣面と裏栗石 時期別図

❶ 慶長４年～元和元年（1599～1615）
新城築城期
築城当初石垣

❷ 慶長17年～元和元年（1612～1615）
飯田丸拡張期

五階櫓台当初石垣

❸ 明治22年（1889）
明治22年熊本地震後修理

陸軍修理石垣

❹ 平成13年（2001）
平成17年復興櫓前修理

文化財修理石垣

※江戸期修理（1751年・検討中）の可能性
が高い部分と重複。

【
築

石
】

【石材形状：多角形】 ◎

【石材形状：方 形】 ○

【 横目地の状況 】通りにくい

【間詰・飼石の状況】 多い

○

◎
通りやすい

多い

◎ 江戸期築石再加工＋新材
△ 江戸期築石再加工

通る

少ない

○

◎

通りにくい

【 築石同士の接点】多い？（非解体のため推定） やや多い 少ない やや少ない

多い

【
裏

栗

石
】

【石材形状：円礫】 ◎ （川原石）

【石材形状：角礫】 ×

【 石材サイズ 】10×10㎝・小 （拳大）？

【 施工の状況 】同一石材による単体？

○ （川原石・山石混在）

◎

石列25×25㎝、小10×10・中20×20・大30×30

複数石列施工後に大中小サイズの石材を詰め込む

◎

◎（一定レベルで層状にまとまりあり）

天端付近に一定量の築石大、左記の大中小混在

一定レベルに拳大玉石石材、その他大中小混在

○

○

左記の大中小混在

【石材同士の噛合】 弱？（非解体のため推定） 強 無 無

栗石層と砕石層の互層

【 土・遺物混入状況】不明（非解体のため） 一定レベルで層状に混入 すべてにおいて土混入、遺物は天端付近に大量混入 多い（砕石層あり）

【2016地震被災後状況】崩壊なし、変状あり？
築石・間詰石・飼石にヒビ割れ
南面石垣の一部に勾配変状？

【2016地震被災後状況】H269一部崩壊、部分変状
築石・間詰石・飼石にヒビ割れ・破損
勾配変状

【2016地震被災後状況】H268・269崩壊、変状
築石・間詰石・飼石にヒビ割れ・破損
勾配変状

【2016地震被災後状況】H266・267変状
築石・間詰石・飼石にヒビ割れ・破損
勾配変状
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